
　地域内の生活に密着している道路について、地域の要望に対応する手法として、道路構造基準にとらわれない道路整備をします。地域の皆様と計画などの話し合いをして、市は資材を提供し、事業に必要な労力等は皆様に出していただくことにより、市民協働の道づくりをしていく制度です。


＜事業の流れ＞
　※　用地の寄付がある場合は、市で分筆測量をして登記をします。










　　　　　　（変更等がある場合は、変更申請が必要になります。）

「道普請事業原材料支給」制度とは





●　申請者は自治会長等になります。


●　支給対象


　・延長５０ｍ以上の市道、認定外道路、農道、林道等の道路であること。


　・整備する道路沿線等に関係する人数が、原則３人以上あること。


●　支給できる資材等


　１箇所あたり５００万円を限度とする。


舗装関係（幅員２ｍ以上）


生コンクリート、砕石等、及び施工に必要な機械の借上料等


道路関係（幅員４ｍ以上）


側溝、擁壁、交通安全施設、生コンクリート、砕石等、及び施工に必要


な機械の借上料等








①自治会と市で打ち合わせ（現地調査、条件、計画、用地等）





自治会





市





③受付





②原材料支給申請





④材料、支給日等の打ち合わせ





⑤支給決定通知





⑥工事着手





⑦完成





⑧工事完了届





⑨現地確認








計画に対する指導、助言等


資材の支給


・生コンクリート


・砕石


・側溝等


・擁壁等


・交通安全施設等


・施工に必要な機械の借上料等


用地の寄付がある場合


・分筆測量、登記





市で行うこと








工事関係


・掘削


・砕石敷きならし及び締め固め


・型枠及び目地板設置


・コンクリート打設


・型枠及び目地板撤去


・側溝、擁壁等の設置


・埋め戻し、片付け


・建設業者への委託


用地の寄付がある場合


・分筆測量への協力





自治会等で行うこと








